


㉑

家
内
労
働
委
託
状
況
届
の

提
出
は
４
月
30
日
ま
で

り
ん
ど
う
工
房  

会
員
募
集

障
が
い
等
に
つ
い
て

の
総
合
相
談
窓
口

試

験

　　
家
内
労
働
者
へ
内
職
等
を
委
託
し

て
い
る
事
業
主
は
、家
内
労
働
法
で「
委

託
者
」に
な
り
ま
す
の
で
、「
委
託
状
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。届
出
用
紙

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ま

た
は
栃
木
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
労
働
基
準
監
督
署
に
４
月
30
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、栃

木
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
に

な
る
か
、
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
ま
た
は
最
寄
り
の
大
田
原
労
働

基
準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ

○
栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
８―

６
３
４―

９
１
０
９

○
大
田
原
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
８
７―

22―

２
２
７
９

　
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
手
づ
く
り
作
品

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
活
動
日　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所　
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　
年
齢
、
性
別
問
わ
ず
ど
な

　
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

▼
年
会
費　
２
，０
０
０
円

〇
一
日
体
験
会
の
お
知
ら
せ

▼
日
　
時　
４
月
16
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
〜
正
午

▼
内
　
容　
巣
箱
づ
く
り
、一
閑
張
り

▼
参
加
費　
８
０
０
円
（
材
料
費
・
コ

　
ー
ヒ
ー
付
）

▼
締
切
り　
３
月
31
日
㈰

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
り
ん
ど
う
工
房

　
☎
０
９
０―

３
４
３
２―

９
２
０
８

　
（
澤
田
）ま
た
は
０
９
０―

８
４
６
３

　

―

１
７
８
８（
国
武
）

　
ゆ
っ
た
り
無
理
な
く
体
を
動
か
し
て
、

体
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
活
動
日
時　
毎
週
月
曜
日　
午
後
１

　
時
30
分
〜
３
時

※

祝
日
、１
月
、８
月
は
休
み
で
す
。

▼
場
　
所　
サ
ッ
ポ
ロ
那
須
森
の
ビ
ー

　
ル
園
２
階
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム

▼
講
　
師　
昼
間
千
恵
子
氏
（
日
本
気

　
功
協
会
）

▼
入
会
金　
１
，０
０
０
円

▼
会
　
費　
月
額
２
，０
０
０
円

▼
問
合
せ　
ゆ
っ
た
り
気
功
の
会
（
加

　
藤
）平
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
☎
０
９
０―

２
９
７
５―

１
８
４
６

　
　
　
　
　
　

▼
種
　
類　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
〜

　
第
６
類
）、丙
種

▼
試
験
日　
６
月
２
日
㈰
午
前
９
時

　
30
分
開
始

▼
場
　
所　
県
立
那
須
清
峰
高
等
学
校

　
（
那
須
塩
原
市
下
永
田
６―

４
）

▼
試
験
手
数
料　

　
甲
種　
６
，５
０
０
円

　
乙
種　
４
，５
０
０
円

　
丙
種　
３
，６
０
０
円

▼
申
込
方
法

○
書
面
申
請

 

・
申
請
期
間　
４
月
１
日
㈪
〜
12
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
日

　
を
除
く
）

 

・
申
請
場
所　
那
須
地
区
消
防
本
部
予

　
防
課
、各
消
防
署
、各
分
署

○
電
子
申
請　
　
　
　

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
験
申
請
が
で

　
き
ま
す
。詳
し
く
は
、（
一
財
）消
防
試

　
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://www.shoubo-shiken.

　

or.jp

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　
那
須
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７―

28―

５
１
０
３

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
相
談
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
期
　
日　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・
年

　
末
年
始
を
除
く
）

▼
時
　
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
場
　
所　
那
須
町
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー（
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須
）

▼
内　
容　
高
齢
者
の
権
利
擁
護
・
虐

　
待
・
介
護
・
福
祉
・
健
康
な
ど
の
相
談

▼
問
合
せ

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

相

談

高
齢
者
の
総
合
相
談
支
援

ご
寄
付
・
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

湯　

本　
　
　
　

草
野　

勇
三　

様

寄　

居　
　
　
　

遠
藤　

和
男　

様

芦
野
そ
ば
打
ち
愛
好
会　
　
　
　

様

芦
野
ひ
ま
わ
り
会　
　
　
　
　
　

様

峯
岸
熊
野
講
保
存
会　
　
　
　
　

様

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ　
　
　
　
　
　

様

大
田
原
信
用
金
庫　
　
　
　
　
　

様

（
関
連
記
事
22
頁
）

通
学
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊　
　
　

様

社
会
医
療
法
人　

博
愛
会

　
　
　
　
　
　

菅
間
記
念
病
院　

様

　
　
　
　
　
　
　

（
２
／
15
現
在
）

和みのヨーガ体験教室　参加者募集和みのヨーガ体験教室　参加者募集
　「ゆらす・なでる・手をあてる」を基本に心と体の緊張をほぐし、免疫力のアップとストレスの解消をしてみませんか。
予約は必要ありません。小さなお子さまとの参加もできます。
■日　程　３月８日（金）午後１時３０分～３時３０分、２４日（日）午前１０時～１１時３０分
■場　所　文化センター和室　■参加費　無料
■講師・問合せ　那須町地域おこし協力隊　星野瑞季　☎０９０―９３８３―１７１５

　
心
身
の
障
が
い
に
よ
る
困
り
ご
と
に

つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
町
委
託
事
業
）

○
指
定
相
談
支
援
事
業
所
ノ
エ
ル

　
（
寺
子
乙
１
９
９
４―

19
）

　
☎
73
５
３
１
５

○
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず
り
葉

　
（
那
須
塩
原
市
宮
町
２―

14
）

　
☎
０
２
８
７―

63―

７
７
７
７

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福

　
祉
係　
☎
72
６
９
１
７

ゆ
っ
た
り
気
功
の
会 

　
　
　
　

 

会
員
募
集 

○
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず
り
葉

○
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
71
１
１
３
８

○
保
健
福
祉
課

　
☎
72
６
９
１
０
・
６
９
１
７

事
業
主
の
方
へ



㉒

３
月
〜
４
月

一
ツ
樅
の
獅
子
舞

　

動
き
が
活
発
で
勇
壮
な
舞
で
す
。

▼
日　

時　

３
月
17
日
㈰

　

午
後
６
時
〜

▼
場　

所　

一
ツ
樅
地
内

▼
問
合
せ　

那
須
歴
史
探
訪
館

　

☎
74
７
０
０
７

　

那
須
小
学
校
は
３
月
末
で
閉
校
し
、１
４
５

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。
２
月
２０
日
、

閉
校
を
記
念
し
た
児
童
演
劇
発
表
と
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

演
劇
発
表
で
は
、「
劇
団
ら
く
り
ん
座(

那

須
塩
原
市)

」
の
指
導
の
も
と
、
１１
月
か
ら
練

習
を
重
ね
て
き
た
劇
、「
殺
生
石
～
風
が
教

え
て
く
れ
た
お
話
～
」
を
全
校
児
童
が
出
演

し
、
劇
を
と
お
し
て
感
謝
を
表
現
し
ま
し
た
。

（
写
真
上
）

　

式
典
で
は
、
那
須
小
同
窓
生
に
よ
る
九
尾

太
鼓
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
内
村
校
長

が
児
童
に
向
け
「
那
須
小
で
学
ん
だ
こ
と
を

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
欲
し
い 

。
思
い
出

普
門
院
の
花
ま
つ
り

　

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
祝
う
お
祭
り

で
す
。花
で
飾
っ
た
小
さ
な
仏
像
に
甘

茶
を
か
け
て
お
参
り
い
た
だ
き
、皆
さ
ま

に
甘
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日　

時　

４
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
４
時

▼
場
所
・
問
合
せ　

普
門
院（
黒
田
原
）

　

☎
72
０
１
６
３

▶
大
田
原
信
用
金
庫
か
ら
児
童
図
書
の
た
め

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
２
／
８ 

町
長

室　

写
真
右
、駒
場
善
一
理
事
長
）

鬼
は
そ
と
！
福
は
う
ち
！

▶
節
分
の
豆
ま
き
。ひ
ま
わ
り
組
の
年
長
児
さ

ん
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
鬼
役
を
演
じ
て
く
れ

ま
し
た（
２
／
１ 

高
久
保
育
園
）

本
が
大
好
き
な

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

あ
り
が
と
う
　
さ
よ
う
な
ら
　
那
須
小

を
胸
に
、次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
を
代
表
し
、
６

年
生
の
田
中
陽
向
さ
ん
が
「
那
須
小
の
歴
史

を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
、
地
域
の
皆

さ
ん
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。那

須
小
で
学
ん
だ
那
須
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、

仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
大
切
さ
を
、

進
学
先
、
進
級
先
だ
け
で
は
な
く
大
人
に
な

っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場
で
広
め
て

い
き
ま
す
」
と
、
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
、
校
歌
を
児
童
・
来
場
者

全
員
で
歌
い
、
那
須
小
の
閉
校
を
惜
し
み
ま

し
た
。（
写
真
下
）

芦
野
　

春
の
里
山
と
史
跡
め
ぐ
り

▼
日
　

時
　

４
月
11
日
㈭
午
前
９
時

▼
内
　

容
　

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ア
と
一
緒

　

に
、桜
咲
く
芦
野
の
里
を
歩
き
、史
跡

　

を
巡
り
ま
す
。（
約
３
㎞
）

▼
参
加
料
　

１
，
０
０
０
円（
昼
食
代
・

　

傷
害
保
険
料
）

▼
締
切
り
　

３
月
31
日
㈰
先
着
20
名

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　

芦
野
の
里
案
内

　

ボ
ラ
ン
テ

ア
遊
行
会
　

☎

０
３

　

９
２（
平
山
）ま
た
は
☎

０
０
２
７

　

（
篠
原
）



㉓

決意と感謝～14歳の思い～
　１月29日、那須中央中学校で立志式が行われました。

立志式を迎えるにあたって、家の手伝いやごみ拾い、

元気なあいさつなど取り組んできたことと、その活

動をとおして「思いやりのある人」「人の役に立つ人」

など、どんな人になりたいかを２年生9 6人が、一人

ひとり発表しました。

　親子での手紙交換が行われると、子の思い、親の思

いに、会場は笑顔と涙であふれました。

伝えたい！伝えてほしい！まちのこと

桃の節句に向けて笑顔の花も咲きました

　２月６日、音羽町集会所で黒田原第一和老会の活

動「つるし飾りつくり」が行われました。皆さんとて

も手先が器用で、おしゃべりに花を咲かせながら、２

時間ほどで可愛らしいつるし飾りを完成させました。

地域と学校の協働をすすめよう！
　２月９日、りぼーる・たなかで「第８回和い輪い学

習フォーラム＆那須町ＰＴＡ連絡協議会研修会」が

開催されました。那須小学校全校生による「那須音

頭」の披露で幕を開け、学びの森小学校６年生が地域

と合同でお祭りを開催したことや地域の歴史を調べ

たことを発表。また、那須中学校１年生が地域の方を

講師に招いてヨガやギターなどに取り組んだ成果を

発表し、那須町ジュニア学芸員が町の歴史的建造物

をコンピュータ内に再現する活動を発表しました。

地域と学校が連携して取り組んださまざまな活動の

成果に、参加者２３０名が熱心に耳を傾けました。

　２月９日、りぼーる・たなかで「第１回プレゼン

フェスティバルＩＮ那須～コミュニケーションで笑

顔の町へ～」が開催され、小学生９組と中高生６組が

参加しました。児童、生徒たちは、「商店街ＰＲ」や「高

齢者に優しい町」 「篠細工」 「消防団」など町に関わ

ることをテーマに、町の現状について研究したこと

や体験したこと、考えたこと、これから実行したいこ

とを堂々とプレゼンテーションしました。

　コメンテータを務めた松中町議会議長らからは

「町には、まだ知らなかった魅力があることに気づい

た」「町が抱えている少子高齢の問題に目を向け、解

決策を考えていることに感心した」「夢がある話、未

来が明るく思える話が聞けて嬉しい」と各組ごとに

感想が述べられました。また、発表者がクイズや質問

を会場に投げかける場面では、参加者が笑ったり、驚

いたりする姿が見られました。

学んで！ 食べて！
　　　　　　 生き活き那須町

と も

　２月３日、文化センターで「さわやかネットワーク

那須」主催の「第15回みんなの集いｉn 那須」が開か

れました。

　「学んで！食べて！生き活き那須町～男女に目指そ

う健康生活～」をテーマに食品表示と那須ブランドに

ついて研究したことを発表。参加者らに表示を見る習

慣を身に付け、情報を正確に読み取ることの重要性を

伝えました。また、那須町経済四団体推進連絡協議会

が認定している「那須ブランド」の「食」部門には36

品目が登録されていることをあげ、町には魅力ある食

があり、食を楽しんでほしいと話しました。

と   も



㉔

夢・感動通信

　町教育委員会では、児童生徒の「生きる力」を養
うため、学校や家庭、地域とともにさまざまな取り組
みを行っています。  「夢ある子どもを育む那須の教
育」について12回シリーズでお伝えします。

町独自の教育課程編成「ＮＡｉＳＵタイム」がはじまります！

　　「
コ
ー
ヒ
ー
の
味
が
決
ま
る
の
は
、

６
割
が
生
豆
の
質
、
３
割
が
焙
煎
方

法
、
淹
れ
方
は
残
り
の
１
割
」と
話
す

の
は
、
６
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た 

「
お

ひ
さ
ま
堂
珈
琲
焙
煎
部
」
の
大
橋
宏

さ
ん
。
26
種
類
以
上
の
厳
選
し
た
コ

ー
ヒ
ー
生
豆
を
取
り
揃
え
て
、
好
み

に
合
わ
せ
て
そ
の
場
で
焙
煎
し
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
川
崎
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
電
気
通

信
の
技
術
者
と
し
て
大
手
企
業
に
長

年
勤
務
し
た
後
、
妻
の
悦
子
さ
ん
と

本
町
に
移
住
。 

大
好
き
な
コ
ー
ヒ
ー

の
知
識
と
焙
煎
技
術
を
身
に
付
け
、

移
住
と
同
時
に
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
ま
し
た
。

　
悦
子
さ
ん
は
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
県
内
で
活
躍
し
て
お
り
、
そ

の
縁
で
宏
さ
ん
も
昨
年
、
町
図
書
館

と
連
携
し
、
コ
ー
ヒ
ー
講
座
を
開
催

し
た
そ
う
で
す
。 

講
座
は
と
て
も
好

評
で
４
月
に
も
開
催
予
定
と
の
こ
と

で
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
那
須
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
が
那
須

ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。「
町
に
コ
ー
ヒ
ー
文
化
が
も

っ
と
広
ま
る
よ
う
に
」
と
い
う
願
い

が
着
々
と
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

ほっと

　ひと息

ほっと

　ひと息

おいしい那須めぐり

道の駅・
友愛の森

・

広谷地

↑那須湯本

↓那須IC・黒磯

・旧室野井小

・繭の里

那須高原大橋
→
白
河

那
須
街
道

←
塩
原
・
矢
板

17

ダイユー

珈琲焙煎士の大橋宏さん　
　おひさま堂には絵本の古本を販売する
　書籍部もあります。

店の入り口ではおひさま

色のポストがお出迎え♪

那須のいろんなおいしい
ものを、作る人の思いも
一緒にご紹介。

豆の膨らみ具合とパチ

パチと爆ぜる音で焙煎

具合を見極めます。

❸

　
「
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は「
Ｎ

Ａ
ｉ
Ｓ
Ｕ
タ
イ
ム
」
の
３
つ
の
内

容
の
う
ち
、
人
間
関
係
づ
く
り
の

基
本
的
な
ス
キ
ル
を
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
手
だ
て
の
一
つ

で
す
。「
ど
の
子
に
も
居
場
所
が

あ
る
」「
安
心
し
て
自
分
ら
し
さ

を
発
揮
で
き
る
」「
他
者
と
の
関

係
を
よ
り
よ
く
築
く
こ
と
が
で

き
る
」
そ
う
し
た
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
平

成
25
年
度
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
で
実
施
す
る
た
め
、
学
年
に

応
じ
た
４
つ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

掲
載
し
た
テ
キ
ス
ト
を
各
学
校
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標

・
人
間
関
係
づ
く
り
の
ス
キ
ル

　

を
理
解
し
、習
得
す
る
。

・
お
互
い
に
自
分
の
意
志
を
伝
え

　

る
た
め
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。

・
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
か
ら
受

　

け
る
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
、
自

　

分
の
中
で
適
切
に
対
処
・
対
応

　

し
て
い
く
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
。

　

習
得
を
目
指
す
４
つ
の
ス
キ
ル

①
出
会
い
の
ス
キ
ル（
出
会
い
）

②
相
手
の
話
を
上
手
に
聞
く
ス

　

キ
ル（
聴
き
方
）

③
自
分
の
意
見
や
考
え
を
は
っ

　

き
り
伝
え
る
ス
キ
ル
（
自
己
表

　

現
）

④
自
分
の
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー

　

ル
し
て
対
応
す
る
ス
キ
ル
（
自

　

分
の
気
持
ち
へ
の
対
処
・
対
応
）

自
宅
で
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
が

楽
し
め
る
よ
う
実
演
で
淹
れ
方

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

「
人
間
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、

多
様
な
生
き
方
や
価
値
観
を
認
め
、

人
と
の
関
わ
り
合
い
を
大
切
に
す
る

人
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
、

主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
回
は
、「
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
つ
い
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
72
ー
６
９
２
２

教育委員会だより

　

小
学
校
高
学
年
で
は
日
常
生

活
の
友
達
と
の
や
り
と
り
を
例

に
挙
げ
、「
３
つ
の
態
度（
モ
ジ
モ

ジ
さ
ん
・
ガ
ミ
ガ
ミ
さ
ん
・
さ
わ

や
か
さ
ん
）」
を
通
じ
て
自
己
表

現
を
学
び
ま
す
。 

相
手
も
自
分

も
大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
気

持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
「
さ

わ
や
か
さ
ん
」に
な
る
に
は
、ど
ん

な
言
葉
を
使
え
ば
い
い
か
を
考

え
ま
し
た
。

▶
黒
田
原
小
学
校
で
の
様
子

☎73-8718定休日毎週水、第1.3木曜日



◎
今
月
号
の
遊
行
柳
の
投
句
は
該
当
作
品
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

㉕

　
栃
木
県
は
全
国
有
数
の
ウ
ド
の
生
産

地
。ウ
ド
や
タ
ラ
の
芽
な
ど
の
春
の
山

菜
の
苦
み
に
は
、冬
か
ら
春
へ
と
、身
体

を
目
覚
め
さ
せ
る
栄
養
が
含
ま
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
常
盤
隆
さ
ん
宅
で
は
コ
メ
の
ほ
か
に
、

12
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
山
ウ
ド
を
生

産
し
て
い
ま
す
。光
を
遮
っ
た
ハ
ウ
ス

の
中
で
も
み
殻
を
か
ぶ
せ
て
育
て
た
ウ

ド
は
真
っ
白
。Ｊ
Ａ
な
す
の
に
「
那
須
の

春
香
う
ど
」
と
し
て
出
荷
し
て
い
る
ほ

か
、
道
の
駅
那
須
高
原
友
愛
の
森
直
売

所
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。こ
の
時
期
、

常
盤
さ
ん
の
ウ
ド
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
地
元
の
人
か
ら
「
次
は
い
つ
直
売
所

に
並
び
ま
す
か
？
」
と
直
接
電
話
が
来

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
ご
た
え
と

ふ
ん
わ
り
漂
う
ウ
ド
の
香
り
の
中
に
、春

の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冴
返
る
夜
道
を
走
る
赤
色
灯　
　
　
　
　
　
　
　

井
上　
　

均

冴
え
か
え
る
別
れ
の
友
の
金
ボ
タ
ン　
　
　
　
　

高
久　

巻
江

寒
戻
り
う
た
か
た
程
の
愚
痴
こ
ぼ
す　
　
　
　
　

杉
本　

美
風

里
山
に
沈
む
太
陽
冴
え
か
え
る　
　
　
　
　
　
　

高
畑　

和
子

美
智
子
様
皇
居
の
庭
に
つ
く
し
摘
む　
　
　
　
　

中
島　

君
江

赤
青
黄
の
帽
子
連
ね
て
土
筆
摘
む　
　
　
　
　
　

丹
野　

セ
ツ

集
落
の
土
手
一
面
の
つ
く
し
ん
ぼ　
　
　
　
　
　

池
田　

裕
子

幼
き
日
の
手
に
一
杯
の
つ
く
し
ん
ぼ　
　
　
　
　

井
上　

博
子

九
九
復
習
ふ
大
き
な
声
や
土
筆
飯　
　
　
　
　
　

中
込
と
し
郎

ス
マ
ー
ト
に
遊
ぶ
雀
や
水
温
む　
　
　
　
　
　
　

深
沢　

為
寿

踏
ま
れ
て
も
め
げ
ず
挫
け
ず
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　

松
本　

和
子

控
え
め
に
大
地
に
添
ひ
し
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　
　

深
沢　

千
郷

遠
き
目
で
見
守
る
子
等
や
水
温
む　
　
　
　
　
　

渋
井　

英
子

空
の
青
寄
せ
て
集
め
て
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　
　
　

須
藤
サ
ヨ
子

水
温
む
畑
の
準
備
に
農
事
メ
モ　
　
　
　
　
　
　

杉
浦　

公
子

青
空
へ
小
さ
き
主
張
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　
　
　

五
月
女
加
代
子

山
路
入
り
ク
レ
ソ
ン
青
し
水
温
む　
　
　
　
　
　

渡
辺　

愛
子

水
温
み
指
絆
創
膏
ひ
と
や
す
み　
　
　
　
　
　
　

益
子
美
登
里

水
ぬ
る
む
空
の
青
さ
や
飛
ぶ
カ
ラ
ス　
　
　
　
　

伊
藤　

栄
子

浪
々
と
歌
会
始
め
の
進
み
た
り

　

皇
后
陛
下
今
し
ば
し
生
き
な
ん
と　
　
　
　
　

塩
島　

恵
子

平
成
の
去
り
ゆ
く
年
に
別
れ
告
げ

　

新
た
な
年
に
希
望
を
抱
く　
　
　
　
　
　
　
　

有
坂　
　

進

ウド農家

常盤　隆さん
（時庭）

　出句は楷書でお願いします。判別できない場合は
掲載になりませんのでご注意ください。
　また、電話番号の記入をお願いします。
■締切り　3 月１5 日（金）
■俳句の送付先　
　〒329‐3222 那須町大字寺子丙３－１６６　
　田中　義郎　☎７２－５０４４
■短歌の送付先　
　〒329‐3292 那須町大字寺子丙３－１３　
　総務課広報広聴係　☎７２－６９０１

那須文芸への出句について

表紙シリーズ「はぐくむ喜び」では、町を支える農業の魅力をご紹介します。

～農業の魅力～

表紙シリーズ

No.３

さ

ら

広報「那須」が
　パソコン・スマートフォンで読めます
広報「那須」が
　パソコン・スマートフォンで読めます

　県内の広報紙などをまとめた電子書籍ポータルサイト

「トチギイーブックス」に広報「那須」が掲載されています。

　電子書籍なので、本をめくる感覚で閲覧することが

できます。（専用アプリのダウンロードは

不要です）ぜひご活用ください。

ＵＲＬ：http://www.tochigi-ebooks.jp



▼
日　
時　
３
月
15
日
㈮
、４
月
５
日
㈮

　
午
前
９
時
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
行
政
上
の
困
り
ご
と

▼
応
対
者　
平
山
英
夫
行
政
相
談
委
員

▼
問
合
せ　
（
自
宅
）☎
72
５
２
３
４

▼
日　
時　
３
月
18
日
㈪
午
前
10
時
〜

　
午
後
３
時

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
身
の
回
り
の
心
配
ご
と

▼
応
対
者　
民
生
委
員
３
名

▼
問
合
せ　
那
須
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
72
５
１
３
３

▼
日　
時　
３
月
22
日
㈮
午
前
10
時
〜

　
11
時
20
分
、
午
後
１
時
〜
２
時
20
分

▼
会　
場　
那
須
塩
原
市
役
所

▼
内　
容　
交
通
事
故
な
ど

▼
応
対
者　
交
通
事
故
相
談
員
１
名

▼
予
約
方
法　
３
日
前
ま
で
に
電
話
で

　
予
約
し
、
予
約
が
な
い
場
合
、
巡
回

　
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　
県
民
プ
ラ
ザ

　
☎
０
２
８―

６
２
３―

２
１
８
８

▼
日　
時　
３
月
22
日
㈮
、４
月
４
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会　
場　
不
動
産
会
館
県
北
支
部

▼
内　
容　
不
動
産
取
引
な
ど

▼
応
対
者　
相
談
員　
２
名

▼
問
合
せ　
宅
建
協
会
県
北
支
部
（
那

　
須
塩
原
市
）☎
62
６
６
７
７

▼
日　
時　
３
月
25
日
㈪
午
前
９
時
30

　
分
〜
正
午

▼
会　
場　
ゆ
め
プ
ラ
ザ
・
那
須

▼
内　
容　
人
権
に
関
す
る
相
談
（
職

　
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
学
校
で
の
い
じ

　
め
、
言
葉
の
暴
力
な
ど
）

▼
応
対
者　
人
権
擁
護
委
員　
２
名

▼
問
合
せ　
保
健
福
祉
課
福
祉
係　

　
☎
72
６
９
１
７

▼
日　
時　
４
月
11
日
㈭
午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時
30
分

▼
会　
場　
ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
大
田
原
市
中

　
央
１―
３―

15
）

▼
内　
容　
法
律
上
の
困
り
ご
と

▼
定　
員　
18
名
（
定
員
に
な
り
次
第

　
締
切
り
）

▼
予
約
方
法　
４
月
４
日
㈭
か
ら
10
日

　
日
㈬
ま
で
の
期
間
に
電
話
で
予
約

▼
申
込
み・問
合
せ　
大
田
原
市
総
務
課

　
☎
０
２
８
７―

23―

１
１
１
１

　

注
文
や
承
諾
し
て
い
な
い
商
品
が
届

い
た
場
合
は
、
代
金
を
支
払
わ
ず
受
け

取
り
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。 

受
け
取
り
拒

否
を
し
て
も
宅
配
業
者
に
迷
惑
が
か
か

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 「
誰
が
注
文

し
た
か
分
か
ら
な
い
荷
物
は
受
け
取
ら

な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
家
族
で
作
っ

て
お
く
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ　

○
那
須
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎
72
６
９
３
７

○
栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８-

６
２
５-

２
２
２
７

㉖

悪質商法や多重債務などの消費生活に関する相談は、
　　 「那須町消費生活センター」へ！
■開所日　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
■時　間　午前 9時～正午、午後 1時～ 4時
■場　所　那須町役場内 1階東側
■電　話　０２８７ -７２ - ６９３７

土日など役場が休みの時にも、相談可能な窓口へ
おつなぎします。（年末年始を除く）

「消費者ホットライン」３桁の電話番号１８８番へ

無 料 相 談 会

行
政
相
談

交
通
事
故
巡
回
相
談

　
事　
例

　
見
知
ら
ぬ
事
業
者
か
ら
「
平
成
か
ら

年
号
が
変
わ
る
。 

天
皇
陛
下
の
ア
ル
バ

ム
を
買
わ
な
い
か
」と
電
話
が
あ
り
、皇

室
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
少
し
話
を

聞
い
て
し
ま
っ
た
。 

本
来
８
万
円
だ

が
、
３
万
８
千
円
で
買
え
る
と
言
わ
れ

た
。最
終
的
に
断
っ
た
の
に
一
方
的
に

自
宅
に
ア
ル
バ
ム
が
配
送
さ
れ
、
夫
が

受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
70
歳
代 

女
性
）

　

天
皇
陛
下
の
退
位
に
便
乗
し
て
、
ア

ル
バ
ム
、
掛
け
軸
等
の
購
入
を
電
話
で

持
ち
掛
け
ら
れ
た
と
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

中
に
は
長
時
間
に
渡
っ

て
勧
誘
さ
れ
た
、
断
っ
て
い
る
の
に
執

よ
う
に
勧
誘
さ
れ
た
と
い
う
強
引
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り
に
く
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

購
入
す
る
意
思

が
な
い
場
合
に
は
、
早
い
う
ち
に
は
っ

き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

八溝山周辺地域定住自立圏 広域無料法律相談

心
配
ご
と
相
談

天
皇
陛
下
の
退
位
に

便
乗
し
た
商
法
に
ご
注
意
!!

ひ
と
こ
と
助
言

不
動
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談

人
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談
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談
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。
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と
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。
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、
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も
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。
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と
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。
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、
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ス
も
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が
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。
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と
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に
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し
ま
い
ま
す
。

が
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場
合
に
は
、
早
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に
は
っ
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を
聞
い
て
し
ま
う
と
断
り
に
く
く
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  「
こ
れ
は
、○
月
○
日
午
前
○
時
頃
、

○
○
で
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
お
心
あ
た

り
の
あ
な
た
は
、今
す
ぐ
、役
場
広
報

担
当
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。こ
の
写

真
と
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
」
町

民
の
豊
か
な
表
情
を
収
め
た
写
真
を

掲
載
す
る
「
ス
ナ
ッ
プ
登
場
」は
、本
紙

の
人
気
連
載
コ
ー
ナ
ー
の
ひ
と
つ
で
、

昭
和
56
年
か
ら
平
成
10
年
ま
で
続
い

た
。何
気
な
い
日
常
の
瞬
間
を
捉
え
た

写
真
の
中
に
、
懐
か
し
い
あ
の
頃
が
映

っ
て
い
る
▼
個
人
の
氏
名
と
住
所
、
電

話
番
号
な
ど
の
情
報
を
集
め
る
時
の

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
改
正
個
人
情

報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
２
年
が
経
過

す
る
。自
治
会
や
育
成
会
な
ど
全
て
の

組
織
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
地
域

住
民
も
他
人
事
で
は
な
い
。新
年
度
に

向
け
て
名
簿
を
作
成
す
る
と
き
は「
何

の
た
め
に
集
め
る
の
か
」「
そ
れ
以
外
の

目
的
に
無
断
で
使
わ
な
い
こ
と
」「
紛

失
や
漏
え
い
が
な
い
よ
う
安
全
に
管

理
す
る
こ
と
」を
改
め
て
明
確
に
し
、 

伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
。ル
ー
ル
を
守

っ
て
ト
ラ
ブ
ル
な
く
組
織
を
運
営
し

て
ほ
し
い
▼「
桃
始
笑
」季
節
、卒
園
式

や
卒
業
式
、各
地
の
春
の
行
事
を
取
材

す
る
と
、た
く
さ
ん
の
町
民
の
笑
顔
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
。時
代
の
流
れ
と

人
々
の
意
識
が
変
わ
り
、今
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
や
肖
像
権
の
侵
害
に
は

細
心
の
注
意
が
必
要
だ
。「
ス
ナ
ッ
プ
登

場
」の
よ
う
な
写
真
の
掲
載
方
法
は
難

し
い
時
代
と
な
っ
た
が
、ル
ー
ル
を
守
っ

て
新
た
な
時
代
も
、
町
民
の
笑
顔
あ
ふ

れ
る
広
報
紙
を
届
け
て
い
き
た
い
。

小柄だけど立派に
やんちゃしてます!

町の世帯と人口

あなたの「声」を聞かせてください

平成２９年
　　６月２０日生
耕一さん　　和さん父 母

「こんにちは赤ちゃん」コーナーの写真を随時募集しています。 
詳しくは総務課広報広聴係（☎72-6901）まで。

・世帯数　10,285世帯 (+9) 
・人　口　25,273人　（-15）　
　 男 12,537人（-16）女12,736人（+1）

　

関
白
忠
実
公
よ
り
安
倍
泰
親
の
話

を
聞
い
た
鳥
羽
天
皇
は
、
玉
藻
前
を 

寵
愛
す
る
あ
ま
り
そ
の
話
を
信
じ
よ

う
と
は
し
な
い
。

　
し
か
し
、
御
身
の
危
急
を
感
じ
た

泰
親
は
、
一
刻
も
早
く
、
玉
藻
前
を

追
放
す
る
よ
う
幾
度
も
進
言
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
玉
藻
前
は
、
身
の
潔

白
を
泰
親
と
の
対
決
で
晴
ら
し
た
い

と
天
皇
に
訴
え
、
そ
の
運
び
と
な
っ

た
。
　

当
日
、
内
裏
の
御
簾
を
垂
れ
た
上

の
間
に
は
、
天
皇
が
お
座
り
に
な
り
、

横
の
間
に
は
大
勢
の
公
卿
が
官
位
の

軽
重
に
従
っ
て
列
座
し
、
殿
上
人
ら

も
位
階
に
従
っ
て
並
び
居
た
。
又
御

階
の
下
に
は
、
北
面
の
武
士
を
始
め

他
の
武
士
ら
が
群
居
し
て
控
え
た
。

身
分
の
低
い
泰
親
は
、
武
家
口
か
ら

蔵
人
に
案
内
さ
れ
て
一
間
隔
て
た
末

座
に
平
伏
す
る
。

　
や
が
て
、
頭
上
に
宝
冠
を
戴
き
、

胸
に
は
瓔
珞
を
輝
か
せ
な
が
ら
、
羅

綾
錦
繍
の
五
つ
襲
に
身
を
包
ん
だ
玉

藻
前
が
、
大
勢
の
女
官
や
女
嬬
に
か

し
ず
か
れ
て
静
々
と
現
れ
る
。
そ
の

有
り
様
は
、
雲
間
に
出
た
月
の
ご
と

く
で
あ
り
、
芙
蓉
の
ま
な
じ
り
と
緋

桃
の
唇
は
、
ほ
こ
ろ
び
か
け
る
牡
丹

に
も
似
て
、
楊
貴
妃
や
西
施
、
通
衣

姫
や
小
野
小
町
に
も
勝
る
美
し
さ
で

あ
っ
た
。

　

身
か
ら
は
、
蘭
じ
ゃ
の
香
り
が
辺

り
を
払
い
、
居
並
ぶ
人
々
ば
か
り
で

な
く
、
泰
親
も
又
、
玉
藻
前
の
そ
の

威
に
自
然
と
心
を
屈
し
、
思
わ
ず
平

伏
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

玉
藻
前
は
座
に
着
く
と
、
麗
し
い

声
な
が
ら
厳
し
く
、
泰
親
を
詰
問
し

た
。
自
分
が
何
故
、
天
皇
の
御
悩
み

の
元
凶
な
の
か
、
又
、
天
皇
に
ま
と

わ
り
つ
い
て
い
る
陰
獣
と
は
自
分
の

こ
と
か
と
。

　

泰
親
は
、
自
分
が
言
う
の
で
は
な

い
、
父
祖
伝
来
の
易
占
の
奥
義
が
、

そ
う
言
っ
て
い
る
の
だ
と
答
え
、
天

皇
の
お
側
近
く
に
い
る
化
生
の
魔

物
こ
そ
が
、
御
悩
み
の
原
因
で
あ
る

と
、
断
固
と
し
た
口
調
で
、
易
法
の

論
理
を
主
張
し
た
。

（    2月１日現在・住民基本台帳）
（　）の数字は前月比

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

物
語
の
概
略
⑭

ち
ょ
う
あ
い

や
す
ち
かや

す
ち
か

や
す
ち
か

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
ま

ほ
く
め
ん

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
ま
も
の
ま
え

た
た
ざ
ね
こ
う

あ
べ
の
や
す
ち
か

と

ば
て
ん
の
う

ふ
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ひ

と
う

く
ぎ
ょ
う

だ
い 

り
　
　
　み
　 

す

は
し

よ
う 

き  

ひ
　
　
せ
い 

し
　
　
そ
と
お
り

に
ょ
か
ん
　
　
に
ょ
う
じ
ゅ

け
し
ょ
う

よ
う
ら
く

み

や
す
ち
か

や
す
ち
か

や
す
ち
か

て
ん
じ
ょ
う
び
と

え
き
ほ
う

り
ょ
う
き
ん
し
ゅ
う
　 

い
つ
　 

か
さ
ね

え
き
せ
ん
　
　
お
う  

ぎ
　

ひ
め
　 

お
の
の
こ
ま
ち

く
ら
ん
ど

怜志くんは…

ら

こんにちは

赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

五つ六つパックに入りし蕗の薹
　店舗の隅に春の香立ちぬ

本田

怜志
れい　   じ

川原町

も
の
ま
え

ふき　　　とう

くん

も
も
は
じ
め
て
さ
く
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